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Abstract
Aim: The aim of this research is to explore perceptions of footwear and foot health by nursing 
students before they receive their foot health education.
Methods: Ninety-eight students of A University returned the anonymous self-enumeration 
questionnaires. Descriptive statistics was used for the data analysis.
Results: Sixty students（63.8%）answered that they cared about their own footwear and foot health. 
There were 37 students（39.4%）who were bothered by their foot conditions. The main condition, 27 
students（28.7%）reported, was onychalgia. Those who carefully select the footwear by ensuring the 
length of their shoe was 1 cm longer than the length of their foot and that the width was the same 
size as the width of their feet, were 70（74.5%）. When they put on their shoes, those who opened the 
shoe wide in order not to crush their heel were 68（72.3%）. However, there were only 28（29.7%）who 
regularly inspected their shoes so that they could avoid developing feet injuries. Furthermore, only 
15（26.6%）was doing foot exercises to stretch, fl ex or strengthen.
Conclusions: In order for students to acquire the basic knowledge related to foot health, it is essential 
to teach them how to select shoes and how to wear them correctly. Additionally, it would be 
important that some lectures include information on how foot health influences the body, how to 
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項目 種類 N ％















この1年で靴を何足買い替えたか 買い替えなし 8 8.5
1～2足 68 72.3
3足以上 18 19.2







































項目 種類 N ％
足のことで気になることはあるか ある 37 39.4
なし 52 55.3
無回答 5 5.3













その通りだと思う ある程度その通りだと思う あまりその通りだと思わない まったくその通りではない 無回答
Ⅱ-1　 自分の足や靴に関心がある 16（17.0） 44（46.8） 30（31.9） 4（4.3） 0（0.0）
Ⅱ-2　 足育の定義は理解できている 52（55.3） 33（35.1） 6（6.4） 3（3.2） 0（0.0）
Ⅱ-3　 正しい靴の選び方の代表的なポイント（甲、捨て寸、踵の安定） 36（38.3） 50（53.2） 6（6.4） 2（2.1） 0（0.0）
Ⅱ-4　 正しい靴の履き方は履き口を大きく、踵をフィット、紐やベルトで固定 36（38.3） 43（45.7） 12（12.8） 3（3.2） 0（0.0）
Ⅱ-5　 足の清潔はトラブル予防につながる 55（58.5） 36（38.3） 3（3.2） 0（0.0） 0（0.0）
Ⅱ-6　 足趾を動かす運動はトラブル予防につながる 51（54.3） 38（40.4） 5（5.3） 0（0.0） 0（0.0）
Ⅱ-7　 将来足のトラブルで困らないように靴の点検をしている 7（7.4） 21（22.3） 43（45.7） 23（24.5） 0（0.0）
Ⅱ-8　 デザインを重視して靴を選ぶ 31（33.0） 45（47.9） 11（11.7） 7（7.4） 0（0.0）
Ⅱ-9　 デザインよりも足によい靴を選ぶ 10（10.6） 38（40.4） 37（39.4） 8（8.5） 1（1.1）
Ⅱ-10  甲が固定できる靴を選ぶ 15（16.0） 48（51.1） 21（22.3） 10（10.6） 0（0.0）
Ⅱ-11  足趾から1㎝ゆとりがあり、つま先にあたらない靴を選ぶ 29（30.9） 41（43.6） 20（21.3） 3（3.2） 1（1.1）
Ⅱ-12  靴の幅が足の幅に合う靴を選ぶ 28（29.8） 42（44.7） 19（20.2） 3（3.2） 2（2.1）
Ⅱ-13  靴の踵をつぶさないように靴の履き口を大きく開き足を入れている 32（34.0） 36（38.3） 24（25.5） 2（2.1） 0（0.0）
Ⅱ-14  踵を床にトントントンと叩き、靴にフィットさせる 21（22.3） 32（34.0） 27（28.7） 14（14.9） 0（0.0）
Ⅱ-15  靴を履くときは、毎回靴紐をゆるめて締めなおしている 9（9.6） 18（19.1） 27（28.7） 40（42.6） 0（0.0）
Ⅱ-16  クラスメイトも靴紐をゆるめて締めなおしている 3（3.2） 16（17.0） 41（43.6） 34（36.2） 0（0.0）
Ⅱ-17  着脱の容易さから靴のかかとを踏みつけることがある 8（8.5） 18（19.1） 20（21.3） 47（50.0） 1（1.1）
Ⅱ-18  足趾の汚れを毎日洗っている 32（34.0） 42（44.7） 16（17.0） 4（4.3） 0（0.0）
Ⅱ-19  足趾の形に沿って爪を切っている 31（33.0） 48（51.1） 9（9.6） 6（6.4） 0（0.0）
Ⅱ-20  足趾を動かす運動を行っている 6（6.4） 19（20.2） 38（40.4） 28（29.8） 3（3.2）
Ⅱ-21  靴を購入する時に使う金額の上限c 20,000円0（0.0）
10,000円
19（20.2）
8,000円
32（34.0）
4,000円以下
43（45.7） 0（0.0）
c＝値段別の数、割合について示す。20,000円＝4；10,000円＝3；8,000円＝2；4,000円以下＝1
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％）であり、最も低い項目は「クラスメイトも
靴紐をゆるめて締めなおしている」19人（20.2
％）であった。
　靴の点検や爪のケア・手入れで最も割合が
高かった項目は、「足趾の形に沿って爪を切
っている」79人（84.1％）であり、最も低い項
目は「足趾を動かす運動を行っている」25人
（26.6％）であった。また「将来足のトラブル
で困らないように靴の点検をしている」学生
は28人（29.7％）であった。
　「日頃、履く靴を購入するときに使う金額
の上限」の最も多い回答は、4,000円以下43
人（45.7％）、次いで8,000円32人（34.0％）で
あった。
　「日頃、履く靴を選ぶ場合のあなたの優先
度」について、色、値段、履きやすさ、デザ
イン、丈夫な素材について質問したところ、
最も優先度が高いと回答した項目は、デザイ
ン41人（43.6％）、次いで値段25人（26.6％）、
履きやすさ16人（17.0％）、色4人（4.3％）、丈
夫な素材4人（4.3％）であった。
Ⅴ．考察
　学生37人（39.4％）が足のことで気になると
回答しており、爪や皮膚、足趾の変形を訴え
ていた。爪やまめ・靴づれの足トラブルは、
米山ら（2007）の足病変の結果とほぼ一致して
いた。靴、歩行によるものなのかは特定でき
ないが、爪や皮膚、足趾の変形の原因となる
いくつかの要素が見出された。
　まず、自分の足のサイズよりも靴はゆった
り大きめが適切であるという認識の学生が少
なからずいることである。これは、自分の足
のサイズよりもやや大きめの靴を履いている
と回答した学生が32人（34.0％）であったこと
から推測された。また、スニーカーを選択し
ている学生が89人（94.7％）いるが、靴を履く
ときは毎回靴紐をゆるめて締めなおしている
学生は27人（28.7％）にすぎない。その影響な
のかは特定できないが、靴の着用感について、
疲れやすい・やや疲れやすい22人（23.4％）、
痛い・やや痛い16人（17.0％）と回答していた。
多くの学生が、中足骨の固定が不十分なまま
で履いており、靴の中で足が前後左右に動き、
履き心地の悪さを感じたり足部の変形、足の
愁訴に至っている可能性が高い。
　また、足の健康教育を受けたことがなく、
過去に正しい靴の履き方を習ったこともない
学生77人（81.9％）が、「足の清潔はトラブル
予防につながる」55人（58.5％）、「足育の定義
は理解できている」52人（55.3％）と回答して
いた点は予想以上の高率であった。この結果
は、質問項目が正解を誘導した可能性がある
こと、また、二義的な文章であること、トラ
ブル予防の知識とはどのような内容を問われ
ているかが曖昧であること等が、回答に影響
した可能性は否定できない。そのため、求め
る知識の項目を列挙して、回答を得るなどの
方法をとれば異なる結果を導く可能性がある。
自分の足に合う靴を選ぶためには、靴の選び
方・履き方の知識が必要になるため、どの知
識があり、どの知識が不足しているかについ
ては今後、更なる調査が必要である。
　さらに、靴を選ぶ際、最も優先している条
件はデザインだということが明らかになった。
日本整形靴技術協会IVO Japan（2017）による
と、本来の靴の機能は、寒さや熱、外傷から
の保護であり、足に合っていない靴は水疱や
擦過痕等をもたらす。それらの有害な影響を
避ける、立つ・歩く機能を促進し運動能力を
向上させることだと述べている。また、靴は
地位の象徴としての装飾品という一面もある
が、日々の生活に適合しなければならないと
も指摘している。デザインのみを重視するの
ではなく、自身の生活をふりかえり、機能性
とのバランスを考えた靴選びの知識の普及が
求められる。
　以上のことから、基礎的知識を修得できる
足の健康教育を実施する際は、正しい靴の選
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び方、靴の履き方のみならず、足の健康を高
めトラブルを予防するための靴の点検・足趾
の運動方法までを含んだ教育支援が必要であ
る。まずは、学生が自分の足や靴に関心を持
てるよう、自身の足の状態や靴のサイズ（足
囲）を知ることを始めとして、靴と足の適合
性についての学習機会を提供する。また、現
在足のトラブルを抱えている学生へは支援を
受けられる場を紹介し、多職種と協働しなが
ら支援していく必要がある。看護を学ぶ者自
身が自分の足の健康を守る方法を修得するた
めの支援が必要であるという課題が示された。
Ⅵ．研究の限界
　本研究は、足の健康教育を受ける前の学生
の日頃履く靴と足への認識を明らかにするこ
とであり、足の形態は調査していない。その
ため、学生が申告した日頃履く靴のサイズ
（足囲）が実測値と合っているのかは不明であ
る。その差を判定する靴と足の適合性につい
ては今後の課題としたい。また、健康教育と
足のトラブル、関心と足のトラブル等の項目
間の関連については、質問項目に不備があり
分析に影響を及ぼしたため、質問紙項目の改
善に取り組む必要がある。
Ⅶ．結論
　A大学の看護学生98人を対象に、無記名
による自記式質問紙調査を実施した結果、足
の健康教育を受ける前の学生が日頃履く靴と
足への認識は下記の通りであった。
１． 自分の足や靴に関心がある学生は60人
（63.8％）であった。
２． 足趾から1㎝のゆとりがあり、靴の幅が
足の幅に合う靴を選ぶ学生は70人（74.5
％）、デザインよりも機能性を重視した
靴選びをしていた学生は48人（51.0％）で
あった。
３． 靴の踵をつぶさないように靴の履き口を
大きく開き足を入れ履いていた学生は
68人（72.3％）であった。
４． 将来足のトラブルで困らないように靴の
点検をしている学生は28人（29.7％）、足
趾を動かす運動を行っている学生は25
人（26.6％）にすぎなかった。
　今後、基礎的知識を修得できる足の健康教
育を実施する際は、靴の選び方や正しい靴の
履き方のみならず、足の健康が身体へ及ぼす
影響や、足の健康を高めトラブルを予防でき
る靴の点検、足趾の運動方法までを含んだ教
育支援が必要である。
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